
地
域
密
着
、

身
近
な
話
題
を

体
験
取
材
！

ま
ち
か
ど特派

員
だ
よ
り

　
こ
と
し
の
4
月
1
日
現
在
、
市

内
に
は
約
110
の
自
治
会
や
町
内
会

が
あ
り
ま
す
。
自
治
会
・
町
内
会

は
地
域
の
自
治
運
営
を
は
じ
め
、

諸
行
事
や
地
域
の
文
化
活
動
の
企

画
・
運
営
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
努
力
に
よ
っ
て
、
今
後
も

時
代
に
沿
っ
た
自
治
会
・
町
内
会

が
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
く
こ
と
と

推
測
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
、
地
域

力
や
組
織
力
を
生
か
し
、
自
治
運

営
や
各
種
行
事
の
実
施
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
緑
丘
五
丁
目

町
内
会
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
町
内
会
の
役
員
の
人
の
話
で

は
、
緑
丘
五
丁
目
は
そ
の
昔
、
武

蔵
野
の
面
影
を
残
す
田
園
風
景
の

場
所
に
位
置
し
て
い
ま
し
た
。
昭

和
40
年
代
初
期
の
こ
ろ
か
ら
、
宅

地
が
造
成
さ
れ
て
多
く
の
人
が
移

り
住
む
よ
う
に
な
り
、
よ
り
良
い

豊
か
な
地
域
社
会
を
作
り
出
そ
う

と
、
住
民
た
ち
の
努
力
で｢

緑
丘

五
丁
目
町
内
会｣

が
誕
生
し
ま
し

た
。
昔
も
今
も
、
地
域
を
豊
か
に

し
よ
う
と
い
う
意
識
を
多
く
の
町

内
会
の
人
た
ち
が
共
有
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
地
域
の
強
い
絆
や

団
結
力
で
地
区
の
祭
り
や
敬
老

会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行

わ
れ
、
豊
か
な
文
化
が
根
付
い

た
地
域
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
29

（
2
0
1
7)

年
に
は｢
緑
丘
五
丁

目
町
内
会
50
周
年
記
念
式
典｣
も

行
わ
れ
、
来
賓
の
人
か
ら
も
こ
れ

ま
で
の
町
内
会
活
動
が
称
賛
さ
れ

た
そ
う
で
す
。
50
年
以
上
に
わ

た
っ
て
、
代
々
の
町
内
会
長
や
役

員
一
同
が
努
力
を
重
ね
て
き
た
成

果
に
、
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
町
内
会
の
役
員
の
人
か
ら
話
を

伺
い
な
が
ら
、
町
内
会
が
発
行

し
た
広
報
誌
の
つ
づ
り
も
見
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
広
報
誌

は
、
な
ん
と
昭
和
54(

1
9
7
9)

年
6
月
発
行
の
第
9
号
か
ら
平
成

30(

2
0
1
8)

年
11
月
25
日
発
行

の
第
132
号
ま
で
つ
づ
ら
れ
て
お

り
、
大
変
貴
重
な
資
料
で
す
。
こ

の
広
報
誌
を
拝
見
す
る
と
、
こ
れ

ま
で
の
町
内
会
活
動
の
方
針
や
活

動
の
実
施
結
果
を
は
じ
め
、
地
域

の
人
た
ち
の
交
流
な
ど
の
実
態
や

諸
行
事
の
状
況
な
ど
が
万ま

ん
べ
ん遍
な
く

掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
例
え

ば
、
こ
の
地
区
に
人
が
居
住
し
始

め
た
昭
和
40
年
代
初
期
に
は
、
街

灯
や
下
水
道
、
道
路
舗
装
な
ど
が

不
十
分
で
し
た
が
、
関
係
機
関
へ

要
望
な
ど
を
行
っ
た
結
果
、
生
活

環
境
が
整
備
さ
れ
た
経
緯
が
詳
細

に
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
地
域

の
組
織
力
を
生
か
し
て
地
区
の

生
活
に
関
す
る
課
題
や
問
題
を
解

決
し
、
発
展
し
て
き
た
こ
と
を
知

り
、
実
行
力
の
あ
る
地
域
だ
と
感

動
し
ま
し
た
。

　
緑
丘
五
丁
目
町
内
会
の
人
々
の

話
や
、
町
内
会
の
広
報
誌
の
つ
づ

り
か
ら
、
町
内
会
の
役
員
や
町
内

会
の
人
た
ち
の
弛た

ゆ

ま
ぬ
努
力
を
感

じ
る
と
と
も
に
、
地
道
な
活
動
が

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
住
民

の｢

和｣

の
形
成
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
貴
重

な
取
材
と
な
り
ま
し
た
。

｢

町
内
会
広
報
誌｣

か
ら
み
た
地
域
づ
く
り

…定員　 …対象　 …費用　 …持ち物　 …当日、直接会場へ　 …申し込み

歴史を感じる町内会発行の広報誌の数々

上
尾
地
区

中な
か
ざ
わ澤 

正ま
さ
と
し俊

さ
ん

いきいきサークル

おいでください
■コール・愛 スプリングコンサート　5
月4日㈷14:00～(開場／13:30)、響の森
桶川市民ホール　 150人　 　中野
773-4673(20:00まで)　 温かく癒
やしのコーラスを共に楽しみませんか。
■民踊初心者教室　5月7日～7月9日の毎
週㈫13:00～15:00(全10回)、市民体育
館　 1,100円　 随時　塩

しお

畑
はた

774-7667　
アッピー音頭、東京音頭などで

す。上履き持参。
■唄と舞踊　5月12日㈰15:00～19:00、
コミュニティセンター　 350人　 　
八千草 722-5697　 皆さんで、
待っています。是非お越し下さい。
■お寺で紙芝居｢やぎさん一座｣　5月20
日㈪14:00～15:30、遍照院　 　八木

771-1583　 昔の街頭紙芝居
『黄金バット』他、笑いと涙の紙芝居。
■混声合唱団ノイエ第8回演奏会　5月26
日㈰14:00～16:00、響の森桶川市民ホー
ル　 500人　 800円　 　下

しも

776-
1504　 カンタータ『土の歌』やふ
るさとの四季などを歌います。
■盆栽・山野草の展示会　6月1日㈯・2
日㈰9:00～17:00、本町自治会館　 　
戸井田 773-4174(17:00まで)　
盆栽・山野草の展示会を開催しておりま
す。

●花の丘(社交ダンス)　毎月4回㈫①
初級コース13:00～14:30②中級コー
ス14:45～16:15、市民体育館　 月額
3,000円(入会金1,000円)　波

は

田
た

野
の

080-
5460-2089　 基本から指導。初
心者、男性歓迎。無料体験あり。
●ハングルバン　毎月第2・4㈯9:30～
11:30、平方公民館　 ハングル語が読
める人　 月額3,000円　上田 726-1436　

韓流ドラマやK-POPが好きな
人一緒に勉強しませんか。
●泉心流 いずみ吟詠会　毎月2回㈪10:00
～12:00、上平公民館　 月額2,000円
(維持費月額500円)　宮沢 771-1915　

詩吟は先人の心に触れます。和
歌や短歌もご一緒に。
●水曜書道会　毎月第3㈬10:00～12:00、
平方公民館　 月額1,500円　佐藤 090-
6548-6664(18:00まで)　 仲間と
書道の楽しみを！書道の先生から指導を
受けます。
●大石箏の会　毎月2回㈫9:00～11:30、
大石公民館　 月額3,000円(入会金
1,000円)　木村 781-4366(16:00以降)　

眠っているお箏はありません
か。見学体験を。
●蓮華会(ヨガ教室)　毎月3回㈬10:00
～11:30、西上尾第一団地集会所　 月
額3,000円(入会金1,000円)　藤田 090-
1269-8852(13:00～17:00)　 心
身をリフレッシュ！　やわらかく健やか
な心と体を。
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世界の舞台で活躍するソロ和太鼓奏者

　

｢

幼
い
頃
か
ら
叩
く
こ
と
が
大
好
き
だ
っ
た

ん
で
す｣

そ
う
楽
し
そ
う
に
話
す
の
は
、
ソ
ロ

和
太
鼓
奏
者
で
肩
か
ら
担
い
で
叩
く
太
鼓｢

か

つ
ぎ
桶
太
鼓｣

の
第
一
人
者
で
あ
る
林
田
ひ
ろ

ゆ
き
さ
ん
で
す
。
林
田
さ
ん
は
、
こ
と
し
2
月

に
世
界
的
な
視
野
と
規
模
で
活
躍
す
る
個
人
・

団
体
を
表
彰
す
る
2
0
1
8
年
度
埼
玉
グ
ロ
ー

バ
ル
賞
を
、｢

世
界
へ
の
挑
戦｣

分
野
で
受
賞
し

ま
し
た
。

　

林
田
さ
ん
と
和
太
鼓
の
出
会
い
は
、
和
太
鼓

グ
ル
ー
プ｢

鼓こ

童ど
う｣

の
コ
ン
サ
ー
ト
。
全
身
を
使

い
一
発
一
発
を
し
っ
か
り
と
叩
く
和
太
鼓
の
演

奏
に
感
動
し
、｢

鼓
童｣

で
和
太
鼓
奏
者
と
し
て

の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。｢

鼓
童｣

で
は
国
内

外
で
公
演
を
行
い
充
実
し
た
日
々
を
送
り
ま

す
。
し
か
し
、
集
団
で
は
自
由
な
演
奏
が
で
き

ず
、
徐
々
に
表
現
す
る
楽
し
さ
が
薄
れ
て
先
の

目
標
を
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
約
7

年
間
で｢

鼓
童｣

を
脱
退
し
、
一
度
和
太
鼓
か
ら

離
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
ま
た
和
太
鼓
を
叩
き
た
い
と
い
う

思
い
が
芽
生
え
て
き
た
頃
、
幸
運
に
も
民
謡
歌

手
の
伊
藤
多た

き喜
雄お

さ
ん
か
ら
コ
ン
サ
ー
ト
で
の

和
太
鼓
演
奏
の
依
頼
が
舞
い
込
み
、
願
っ
て
も

な
い
チ
ャ
ン
ス
と
そ
れ
を
快
諾
。
ソ
ロ
和
太
鼓

奏
者
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。

和
太
鼓
を
再
開
す
る
に
当
た
っ
て
は
、｢

今
度

は
何
が
あ
っ
て
も
人
に
認
め
ら
れ
る
ま
で
は
、

絶
対
に
や
め
な
い｣

と
強
い
覚
悟
を
決
め
た
林

田
さ
ん
。

　

現
在
は
、
ソ
ロ
奏
者
と
し
て
の
演
奏
活
動

や
『T た

い

こ

aiko J

ジ
ャ
ズ

azz Z

ジI-P

パ

ン

グ

A
N
G

』を
総
合
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
し
な
が
ら
の
演
奏
活
動
の
他
、『ス
ー

パ
ー
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
』を
立
ち
上
げ
、
10
〜
20

代
の
和
太
鼓
奏
者
の
指
導
・
育
成
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
和
太
鼓
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

の
作
編
曲
や
、
大
手
太
鼓
店
と｢

か
つ
ぎ
桶
太

鼓｣
を
共
同
開
発
す
る
な
ど
、
そ
の
活
動
は
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
。2
0
0
7
年
か
ら
は
、ジ
ャ

ズ
の
本
場
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
に
も
拠
点
を
置

き
、
日
本
だ
け
で
は
な
く
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
や
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
世
界
各

地
で
も
積
極
的
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
一
流
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
共
演
し

て
き
た
林
田
さ
ん
で
す
が
、｢
こ
れ
か
ら
も
世

界
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
楽
器
奏
者
や
ジ
ャ
ズ

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
一
緒
に
演
奏
し
、
自
分
に

し
か
で
き
な
い
音
楽
を
作
り
た
い｣

と
目
を
輝

か
せ
て
夢
を
語
り
ま
す
。
今
後
も
世
界
の
舞
台

で
活
躍
し
続
け
、
世
界
と
日
本
を
つ
な
ぐ
架
け

橋
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

～ＡＬＴ(外国語指導助手 )に学ぶ生きた英語～～ＡＬＴ(外国語指導助手 )に学ぶ生きた英語～

Information in English、Informação em português、Información en español、 　(P.34)

号
月4No.

平成 年

1021

31
2019

ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
～人・仲間～

2018年度埼玉グローバル賞｢世界への挑戦｣分野を受賞

林は
や
し

田だ 

ひ
ろ
ゆ
き
さ
ん

 

（
本
町
在
住
）

「クイズ アッピーを探そう！」（2ページ参照）で寄せられた
『広報あげお』への感想・意見を紹介します。今月は4月号です。

⇨広報広聴課　 775-4918・ 776-8873 ※内容は一部要約しています。

● 家庭菜園をやっているため、アグリサポーター養成講座の受
講者募集に興味を持ちました。(60代男性)
● アグリサポーター養成講座は、農業の知識や技術を習得でき
ることに加えて、農家の負担軽減にもな
るのでとても良いと思います。(40代女
性)

今月のイチ面
｢アグリサポーター養成講座｣受講者を募集

上尾のおいしい野菜や果物が、これから
もずっと食べられるように、上尾の農業
を皆さんで応援していきましょう。

4月号から1年間『あげお歴史
探検マップ』を基に市内の散策
コースを紹介します。これを機
に市内を歩き、上尾の魅力を再
発見してみてください。

上尾歴史散歩
～文化遺産を訪ねて歩こう!!～

● 上尾歴史散歩を読んで上尾のことを勉強しています。
大谷周辺の村々をめぐるコースは知らない場所なので
今度行ってみたいです。(70代女性)
● 4月号からの上尾歴史散歩は、市内の文化遺産を歩く
散策コースが載っていて良いと思います。運動も兼ね
て歩いてみます。(50代女性)

『広報あげお』は、読者の皆さんの感想を参考にし、より良い誌面作り
を目指しています。これからも皆さんの感想をお寄せください。

｢かつぎ桶太鼓｣を
演奏する林田さん
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